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日本取引所グループ

証券関連事務の効率化・高度
化を目指し、業界横断的な共
通データ基盤の構築に向けた
検討を開始

　2026年 2 月12日、株式会社JPX
総研（以下「JPX総研」）は、証
券会社のバックオフィス業務にお
ける正確性及び効率性の向上を支
援するため、企業・取引に関する
各種情報を集約し、自動処理しや
すい形式で配信する、業界横断的
な共通データ基盤の構築に向けた
検討を開始することを公表した。
　現在、証券会社等のバックオフ
ィス部門では、取引所からの
PDF形式の通知（所報）や各証
券関連機関のウェブサイトなど複
数の情報源から、上場・取引・コ
ーポレートアクションに関する情
報等の市場関連データを手作業で
収集・入力しており、作業負荷や
事務過誤リスクなどの課題が指摘
されてきた。
　こうした課題を踏まえ、JPX総
研は、日本取引所グループが保有
する各種データを集約し、APIや
Snowflake等のクラウド基盤を通

じて、各社のシステムで自動処理
しやすい共通データとして提供出
来るよう検討を進めている。
　JPX総研は、標準化されたデー
タが今後活用されていくことで、
バックオフィス業務全体の効率化
と業界の生産性向上に資すること
を期待しており、サービス開始は
2027年春頃を予定している。

通貨先物の上場について

　2026年 4 月13日、大阪取引所に
「米ドル／円」「中国オフショア人
民元／円」「ユーロ／円」の 3通
貨ペアを対象にした通貨先物が上
場する。これにより、株価指数先
物など円建てデリバティブと併
せ、為替リスクを同一取引所の口
座で一体的に管理することが可能
となることに加え、通貨先物と他
の先物とのリスク相殺によって最
大約35％の証拠金削減が可能とな
るため、投資家にとって資金効率
の向上が期待されている。
　日経225先物や国債先物、貴金
属先物等と同一のプラットフォー
ム（J-GATE）において、為替エ
クスポージャーもワンストップで
電子取引が可能であるほか、ファ
ンド等の会計上も同一時間帯の終
値での評価が可能となるため、こ

れまで他の取引所などで為替ヘッ
ジをせざるを得なかった層を取り
込むことが見込まれる。
　また、海外商品を取引する証券
会社や、外債を保有する地方金融
機関からも、為替ヘッジのために
通貨先物を利用するニーズが聞こ
えてきている。
　なお、大阪取引所は新規上場キ
ャンペーンとして、取引手数料と
清算手数料（最終決済手数料含
む）を2027年 3 月末まで無料とす
る。
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名古屋証券取引所

「名証IRセミナーin大阪」の開
催

　名証は 5月に個人投資家向け
IRイベント「名証IRセミナーin大
阪」を開催する。
　開催概要は以下のとおり。
日時： 5月22日（金）
　　　13：30～16：00
　　　（13：00開場）
会場：朝日生命ホール
　　　（大阪朝日生命館8F）
　　　�大阪府大阪市中央区高麗橋

4-2-16
内容：
【第一部】企業説明会
出展企業：�オートサーバー（5589）、

日本空調サービス
（4658）

【第二部】株式講演会
講師：ピクテ・ジャパン
　　　運用本部 シニア・フェロー
　　　糸島 孝俊 氏
入場料：無料（事前申込制）
定員：一般投資家200名
申込締切日： 5月 8日（金）
※お申し込み・詳細は下記参照
https://www.nse.or.jp/news/�

2026/0218_11174.html

「名証IRセミナーin東京」の開
催

　名証は、 6月に個人投資家向け
IRイベント「名証IRセミナーin東
京」を開催する。
　開催概要は以下のとおり。
日時： 6月 1日（月）
　　　13：00～16：20
　　　（12：30開場）
　　　 6月 2日（火）
　　　13：00～16：20
　　　（12：30開場）
会場：�全電通ホール
　　　（全電通労働会館2F）
　　　�東京都千代田区神田駿河台

3-6 
内容：
① 6月 1日（月）
【第一部】企業説明会
出展企業：�日 本空調サービス

（4658）、光フードサー
ビス（138A）、メニコ
ン（7780）

【第二部】株式講演会
講師：兜町カタリスト 編集長
　　　櫻井 英明 氏
② 6月 2日（火）
【第一部】企業説明会
出展企業：�アイサンテクノロジー

（4667）、アールプラン
ナー（2983）、今仙電
機製作所（7266）

【第二部】株式講演会
講師：株式アナリスト
　　　鈴木 一之 氏
入場料：無料（事前申込制）
定員：�各開催日とも一般投資家

200名
申込締切日： 5月18日（月）
※お申し込み・詳細は下記参照
https://www.nse.or.jp/news/�
2026/0310_11183.html

価証券の取引に関する規則」の制定案等について／「一般社団法人株主優待こども・若者貧困対策
支援機構」の設立について／「動き出した『貯蓄から投資』、その先を見据えて」の公表について
／日本証券業協会・全国銀行協会連携施策「物資支援プロジェクト」の実施について／「新規上場
時の会計不正事例を踏まえた引受審査に関するガイドライン」の策定について
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札幌証券取引所

エレベーターコミュニケーシ
ョンズ上場市場変更について

　エレベーター・エスカレーター
等昇降機設備の保守、管理及びリ
ニューアル等を行う『エレベータ
ーコミュニケーションズ』（証券
コード：353A　業種：サービス
業　本店所在地：東京都　既公開
市場：札証アンビシャス（2025.4.25
上場））は、 3月11日（水）札幌
証券取引所本則市場に上場市場変
更いたしました。

個人投資家向け会社説明会札
幌開催

開催日時： 4月13日（月）
　　　　　13：30～14：30
参加企業：�LAホールディングス

（2986）
開催日時： 4月16日（木）
　　　　　13：30～14：30
参加企業：�ロゴスホールディング

ス（205A）
開催日時： 4月24日（金）
　　　　　13：30～14：30
参加企業：ピーエイ（4766）
会場：札幌証券取引所 2階会議室

定員：80名（無料）
主催：札幌証券取引所

個人投資家向け会社説明会を
開催

　 3月 9日（月）にシナネンホー
ルディングス（8132）、 3月19日
（木）には日本ケアサプライ
（2393）の個人投資家向け会社説
明会を札証 2階会議室にて開催い
たしました。

※ 詳 細 は 札 証 ホ ー ム ペ ー ジ
（https://www.sse.or.jp）を参照。

日本証券業協会

「特定投資家等に対する店頭
有価証券の取引に関する規
則」の制定案等について

　今般、「特定投資家等に対する
店頭有価証券の取引に関する規
則」の制定案等についてパブリッ
クコメントの募集を開始した。期
間は 3月17日から 4月15日。（2026
年 3 月17日公表）
　詳細は日証協ホームページ
（https://www.jsda.or.jp/about/
public/bosyu/index.html）を参
照。

「一般社団法人株主優待こど
も・若者貧困対策支援機構」
の設立について

　株主優待等を利用して、こど
も・若者の貧困問題を主とした社
会的課題に取り組む者を支援し、
もってこれらの社会課題の解決に
貢献することを目的として、日本
証券業協会と一般社団法人全国銀
行協会が発起人となり、 4月 1日
に「一般社団法人株主優待こど
も・若者貧困対策支援機構」を設
立した。（2026年 3 月18日公表）

▲個人投資家向け会社説明会の様
子
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　詳細は日証協ホームページ
（https://www.jsda.or.jp/houdou/�
2026/20260318_shienkikousetsuritsu.�
pdf）を参照。

「動き出した『貯蓄から投資』、
その先を見据えて」の公表に
ついて

　今後、「貯蓄から投資」のその
先を見据え、証券業界がさらなる
発展を遂げるにあたり、各協会員
において、常に銘記し、創意工夫
を凝らしながら取り組むことが重
要と考えられる事項を取りまとめ
公表した。（2026年 3 月18日公表）
　詳細は日証協ホームページ
（https://www.jsda.or.jp/about/
hatten/kenzen/coc260318/index.
html）を参照。

日本証券業協会・全国銀行協
会連携施策「物資支援プロジ
ェクト」の実施について

　全国銀行協会と連携し、証券業
界及び銀行業界の役職員における
意識醸成や直接の支援につながる
施策の実施を目的に、両協会員及
び両協会事務局の役職員を対象
に、家庭等での余剰食品や日用品
を持ち寄り、支援先団体への支援
を行う取組み「物資支援プロジェ

クト」を昨年12月～本年 1月に実
施し、今般、その実施結果を公表
した。（2026年 3 月18日公表）
　詳細は日証協ホームページ
（https://www.jsda.or.jp/sdgs/�
20250227110221.html）を参照。

「新規上場時の会計不正事例
を踏まえた引受審査に関する
ガイドライン」の策定につい
て

　昨今、新規上場時の発行者によ
る会計不正の事例が顕在化する事
例が見られることを踏まえ、主幹
事会員における適切な引受審査機
能の発揮のため、主幹事会員が引
受審査業務を実施するに当たって
特に留意すべき事項を定めた「新
規上場時の会計不正事例を踏まえ
た引受審査に関するガイドライ
ン」を策定した。（2026年 3 月18
日公表）
　詳細は日証協ホームページ
（https://www.jsda.or.jp/shijyo/
minasama/hikiukeshinsa.html）
を参照。


